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緒 言

LchrbuchにDipsomanieま た はPerioden

 Trunkす な わ ち 渇 酒 症 に 関 す る 記 述 は あ る

が,臨 牀上厳格な意味におけるGauppのい

わゆる渇酒症に遭遇するのは,非常にすくな

いのではないか と考える.

Gauppに よると,渇 酒症 と診断す る うえに,

本 質的 に必要な ことは週期的に反覆 して くる

まつた く内因的 な不機嫌 であ り,過 度の飲酒

は これに もとつ いてお こる二次的な もの とさ

れている.一 次的な不機嫌を ともなわ ない

Perioden Trunkを それではDipsamanieと

は よばないか とい うことが問題にな るが,な

にか の機会で口に した最初の一杯の酒が動機

となつて,濫 飲発作をお こす よ うな 場 合,

 Wernicke等 は これ を仮 性 渇酒 症(Pseudo

 Dipsomanie)と して本来の渇酒症 とは区別 し

てい るよ うであ る.し か しなが らこの区別 も

ときには 困難な ことがあ る,一 見外部か らの

影響があるかの ように思われ る濫飲発作であ

つて も,こ れを よく注意 して調査 するとその

程度 はまちまちであろ うが,あ る種の不機嫌

が まつ第一に存在 し,こ れが もとで酒盃を手

に し,過 度の飲酒 をす るに至つた と考 えられ

る場合 も間々あるか らであ る.い つれに しろ

渇酒症の診断上必要な事項 は,ま つ た く内

因的に発現 して くる不 機 嫌(rein endogene

 Veratimmung)と 普断は酒を飲 まない人に週

期的に継続 してお こつて くる濫 飲 発 作(pe

riodisch wiederkehrende Trunkexzesse)で あ

る.こ の不機嫌 と濫飲発作を考慮にいれて昭

和26年1月 から昭和29年8月 までに当院であ

っかつた中酒性精神障碍者54例 をみてみると,

渇酒症 と診断できるもの2例,仮 性渇酒症と

考えるべきものが1例 あつた.

症 例

第1例　 62才　 男,農

若いころから酒を飲めば飲めないこともな

いが,晩 酌せねばならないといつたほどでも

ない.と こうがある時期になるとなんともい

えないやるせない気持に襲われ,酒 でも飲ま

ねばおれなくなり,飲 みかけると数H間 は全

然意識がなくなるまで飲みつづけるといつて

いる.

最近では5月 末および6月10日 頃か ら,な

にもかもが嫌になり,憂 鬱悲観的で老後は ど

うなるかと心配し,こ れではとても駄 目だか

ら死んでしまいたいと厭世的になり,自 分の

田畑を耕す気もしないので他人に くれてやつ

た.そ こでどうしてもじつ としておれな くな

り,や けくそで4日 間ほ ど酒を飲みつづけた.

や うや く気がついたときにはまた馬鹿なこと

をしたと後悔し,一 旦人にくれてやつた田畑

がほしくなつてきた.ど うも自分が酒を飲む

のではなくて酒が酒を飲 ますのです.今 後 こ

んなことがないようになにかよい方法はない

か といつて7月19日 来院 した.

第2例　 30才　 男,石 運び

平素は真面日な勤勉家で酒は一切飲まない.

ところがある時期が くるとなんとなしに気が

むしや くしやしておさえられなくな り,こ れ

を発散させるために酒を飲む.飲 みかけると
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仕事は全然 しないで金 のつづ くかぎ り飲みつ

づけ る.飲 みかける とどうして もやめ られな

い.飲 んで酩 酊状態 になる と平 素は しごく温

順 な彼ではあ るがその言動が粗暴 とな り,周

囲に危害をお よぼす ような暴行 をはた らく,

今 回 も夜中に屋 根の上にあが り,瓦 を路上に

投 げた り,母 親を殺 してや るといつて追い ま

わした りす るので入院 した.か かる濫飲発作

な らびに これに もとづ く暴行 は これまでに4

回 ばか り繰 りかえ し,そ のつ ど精 神病院に收

容 されてお り,收 容 される と1日 位で精神状

態は正常 とな り,ま た失敗したか と後悔 し,

 2日 もすれば食慾がでて作業意慾がお こり,

はや く帰つて しつか りはた らき親を安心 させ

ね ばならない と云 い出し,数 日間 の入院で退

院 している.

以 上の2例 は ともにその都度なんの理由 も

な く,ま つた く内因的にお こつて くる不機嫌

に襲われ,そ の結果濫 飲に陥つているもので

あ り, Gauppの 所 謂渇酒症に相当す る ものと

考 える.こ の ように平 素は酒を好 まず,な ん

ら異様な感をあた えない人に,ま つた く内 因

的に不機嫌,濫 飲発作 が襲来 し,こ の発作は

なが くとも数 日で消散 し,消 散後は また馬鹿

な ことを した と後悔す ること,な おかかる発

作が何回 も繰 りか えし反復す ることか らして

Gricsingen, Westphal, Kraepelin, Aschaffen

burg, Gaupp等 独 逸 の学者の多 くは これ を

精 神性癲癇発作 の一異型 として,説 明 しよう

とす るのももつ ともな ことと考 える.

第3例　 39才　 男,商

本例は仮性渇酒症 と診断すべ き ものと考え

るが,患 者は昭和21年 復員後呉でギフ トシヨ

ップを していたが同24年 か ら駐留軍相手の御

用商人を してい る商科 大 学を卒 業 し た イ ン

テ リである. 18才 頃 か ら酒を飲みは じめてい

るが,ふ だんは仕事のあ とで少量の 日本酒を

飲む こともある位で,ほ とんど酒を飲まない

よ うだが 商売 の関係 で招待 された り,パ ーテ

ィの際等には大酒 するこ とがある.い くら大

酒 しても態度 を くずす ようなこ とはい ままで

にない. 2年 程 前に ウイスキーの味を覚えた

ようだが,そ れ以来大酒したあとはかならず

ウイスキーを濫飲する.家 に無 くなれはちか

くのウイスキー店へ自分で出かけてい、つて飲

む.酔 うと眠るが さめるとまた飲み,仕 事は

全然しないで4日 でも5日 でも飲みつづける.

飲んでもうまいとは思わないがどうしても飲

まねばおれなくなる.家 族は困るし,本 人も

これではいけないから止めようとするが どう

にもならない.最 初のうちは二人位が昼夜看

視しておさえていたがその後それでは駄目に

なつたので,今 まで4～5回 入院している.

家にいてはどうしても酒をやめられない,留

置場にで もいれてほしいのだが警察ではいれ

てくれないし,ど んな室でもよいから酒の飲

めない室に收容して くれというのが本人自身

の訴えである.收 容するとまもな く正常 とな

り,ま た馬鹿なことをした,恥 かしくて人に

会わす顔 もないと後悔し,仕 事がたまつてい

るのではやく帰つてしつか りやらねばならな

いからと,元 気に退院している.

本例では内因的 と考えられる不機嫌が一次

的いはみられず,飲 酒の機会が動機 となつて

大酒 し,飲 みかけ るとどうして も自分 では制

止で きず,み つ か らすす んで精神病院 に入院

を希望せねばな らない、ほ どの濫飲発作 におち

いる ものであ り,こ の点Gauppの 定 義 によ

るDipsomanieに は あて は まらないので これ

は仮性渇酒症 と診断すべ きでは ないか と考 え

る.

考 察

すでにのべ た ように独逸の学 者の多 くは渇

酒症を もつて精神性癲癇の一異型 としている

が,同 じ独逸 で もRieger, Gruhle, Pappen

heim, Bonhoffer等 は 渇酒症の 患者 は,い

くら経過 して も精 神視野 の狭窄,性 格変遷,

痴 呆等を きた さない点 を挙げ て癲癇 とは関係

のな い ものであ り,生 来性 に軽桃,刺 戟性な

精神病質者 としている.し か しなが ら以上の

べた3例 は ともにその性格は平素内気で温順,

勤 勉家であ り,特 記すべ きほ どの精神病質的

傾向をみ とめな い.
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渇酒症を急性 酒精 中毒 の一つ とす る場合,

本症 では病的酩 酊 と同様,そ の主因は素 因に

あ り,酒 精は副 因とされている。そ こでつい

遺伝生物学的研究がお こなわれて くるわけだ

がRudinに よ ると癲癇 の盗縁者 に 渇酒症を

み るのはそれほ ど頻繁では無い とい うのにた

い してEconomow, Dobnigg等 は 渇 酒 症 の

1/3は 癲 癇に, 1/3は 躁 鬱病に関係が あると

いいRybakow, Korowin等 は 酒精中毒にた

いす る素因 と非常に大 きな関係が あ り,そ れ

は慢性酒精中毒の場合 よ りもつよい としてい

る.前 記第3例 では父系ならびに母 系の祖父,

母 系の叔父,実 父は大酒家である.第1,第

2例 では ともい酒精 中毒または精神病質に関

す る遺伝関係をみ とめない.い つ れにして も

現在 のところ渇酒症 とい う言葉はその疾病現

象にあた えられた ものであ り,病 因論か らし

て も,遺 伝生物学的観点か らみても,単 位的

な一疾病 としては あつかわれていない. Lehr

buckを み てもあるいは癲癇の章 で,あ るい

は中酒性精神障碍 の章で,も し くは精神病質

者の章で,そ のあつかわれてい る個所が まち

まちであるのが現状である.し かしなが ら渇

酒症という言葉があり,そ の疾病現象からし

て 日常臨床的に,渇 酒症 という診断をつけね

はならない場合がある.か かる場合,ま つ第

一に内因的に襲来する不機嫌,こ れにつづい

ておこる濫飲発作を 必須事項 とす るGaupp

の定義によるのが,も つとも合目的であ り,

一次約な不機嫌を ともなわない濫飲発作の場

合はこれを仮性渇酒症とすべきではないか と

考える.

結 論

昭和26年1月 か ら29年8月 までの問い経験

したGauppの い わゆ る渇酒症(Dipsomanie)

2例 と, Wernickeの い わ ゆ る仮 性 渇 酒 症

(Pseudo-Dipsomanie)1例 とについ てのべ,

か つ若千 の考察を こころみた.

擱筆するにあたり御懇篤な御指導を賜つた広島静
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On Some Experienced Cases of Dipsomanie
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I have here described two cases of so-called Dipsomanie found by Gaupp, as well as one 
case of so-called pseudo-Dipsomanie mentioned by Wernicke, that were experienced during the 

period ranging from January 1951 until August 1954, and to which, I took liberty to try 
to add certain considerations of my own.


